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民上位にスベイ L生まれのス J てイン人があり，







































IJ yりにけ1／，：； ζ＇) ) itfJ¥J也，＇）手｛仁林 J也？；？でi必！JI・. ', lJ ；上人［ J＇.／ヰ；J主it{H；く， j也））克也会のf見g~ も／トさく [11家
に上ノ：】伯、＇；（ i'」に LJIL{IJiH＞を ｛－-j'/;: ＇＇人 il :J性B ごぷ 主！Uiikit発注しておムず，かっlrU也、逃亡してそ二
しJゴー－ ・., . 
ノトさく .：＇. ＇） 安：tit，？欠い＼！いにつ f｛（正
〆II !J ,I)守t)r7 !L－ケゥ「守 f !l-, 
でl’i給して生イfLえたよ二lhiニー 原作：民を労働力ど
L －ご利用し にくかった。｝DJfZ民となる Eさ「pi：移
ヂン‘ J -\•- ミこ：」じ；刊，＿r:,-'7原で（に ff JiU系住段階山 否J,;t：と！＇I万；'iI心情iかてノfこたtわう ここでは1'：扱奴隷
小i¥1牧i-jl_[' '1:.;,r; i送っており， J,）：大＼：！1¥rJ、 化；白石以外にインティオをコントロトノL寸ど〉力法
上山ァi三位以Ji,• ti•~，組織士もた fιか J ，／二。 土弘氏）） ft hかったっ ゾラ乙／L・北京ts1Iの海岸やギア 1－， ア
二山ょう／；状世に1士じに ヨー口ソパ人白Il<{'jに ンティ・ー；t諸品hとにプランテーシ：I／が発注す
工るそのl兄川小、）；， ヅJN!1力としての干ljf1l山f-1:)J るUi(J, 労働力と Lて二グτf奴ifltの大：i立の輸入が
t異たーベく之、山 1＼通、1If，；－リノるつ
ヨ ロノノ人小 IJ；（住民一山コントロールにつL、て
J ~ も J友J]J 士 Ji ，：／，／こ＇）： l, ;:'; J也に.;-3L、とご；？〉ふれこ










ード，l L〆ヲ H支i1’f，：七f士、1J1,itlJ1CWriv'1 








iヒ己（止l也し＇） Iヰi↓）， ¥-.ic'.IJ;'S; ，•〕 n’ lriHi-UJC；と 1’じと i)) ¥l.;jJQ 九｝J;tjは1,おそL、。 メスティーヅ・ア式リカにお
l't: t J ＇と rレコいc L ／＇こ／，って！也 ，n条汁：をt｝魚7 L、Ll上、接触とこ－， ＞い7一川t上；） i白：接的・人格
, 1；に 1 !I. i¥ ]~ r1~ (JI IJiH千EのJlcj1(!l'I：ウリ、 ＿＼、；L左 (r',J t仁れのであり， J色、iliなj昆Ifrlニコメステ fーソ化が
j,Ij ,~-,,, l:',J ,_ 1 ji'!J（「， ,.¥',] f,;'d易でふ h Jと，jI : )j/.z1[ 1J° /, 才J,1l，文化変存， lijfヒカa急速にiliんf二υ ニエー
！！日目＼二三一.,: jil~ ； i:(i~ ご fγ1 、 υ ：~－ <'>n'-;' 1じtf1Fllh7i：工馬 ！？・ア JI] )J においとは， インディオはほとんど
T: {1,'I丈fヒ形j色：，n J入 少t；くとも！也）；（r'J 絶滅i二近し、状態にあ－－，たため文化変容は問題とさ
オLt,:. U、。f( 1盟主！たう二とにし 今いに壬る土で存枕しえ
だっ さらに九；j,:t i10Jむと fJ三J世の去を；，＼tiりiするもの
三して， /ilt 
[ I士支え .，： Ji；二十分であ－－＿，たばかりをたく， スノ、
fン人＂？ 1 Lノ，－ ｛ 卜 ＇）JI民主’J)f]jifをxえノム／二，J
.'J余／Jう.，（＇，〆）たことラ 人il f,'iを；／，：二び）j住h{C；し
ζ 、イン人♂ぺ l と己司「〕 j~ 亡 L CL I’i i介L
l：弓，＇h j二l血を if廷にもたな点、－ ＇たこと人、どをめ tf 










































（注 1) 複合社会（pluralsociety）とは， 同ー‘の政
治単位にあって，隣り合って生活していながら，お互
いに混じらす，融合しないでいる 2例以上の要家，ま
たは社会体制を合む社会である (J.S. Furnれ•all, Ne-

















































,_ f乙！VeA された。 fンI;',i認の支配｛し I治組主流
三して c'）アイコーを／1万壊J・ ：＇.＞こ tri:く、 ＇＂’)jf(f ，こ組品
的なその統治機構の末端としてこれを利則したo
fンカ帝国：J, ミリ領J五ゴ 3紙類のiJ也に分類十








ス〆イン；r よとlfrl服 E植民地支配は， イ／ f ( 
・;tの斗；活JtjY,J体Iて大きな変化をも戸：f》し Jヘ征服
の初期にスパイン人は黄金を求めて新大陣に波っ




下に）； くことが，Q'.J）；」でrふった。 この［！的山fこ記， f'
レパノレティミコ二ン卜（repartimiento：賦役） jr,I]度が採
用さ；／G, 乙jしに i：って初期の入植高は思うがまま










































l.1！政府，， ！；針十これに汝しぺ L、く／＇i.1 ぺni':H!';: 
施行され，ごT二ンつミ仁ンダ11ぺ〉がて違法とちJI，〆：） 0 
;, iJ＞し三 jlらσj ンコミ二ンケ心、基艇となっーーラ
新大陸に個有の大土地所有アシ:T.ンダIhacienda）が
形成され今日 tc:jよるまく，；Jr,い.:. 1，る。 if民地i、f¥:;
c,' j末期主でにじー 1・1也いった部分γシ了こノグと教会
の手中に•Jn}L, コムニタ・インメィヘナの往民t







るので，インーアィオと l'.1人， めるし、（； Jステ f
ソとの｜マリIJI土， ｛！｝ふ立しにコムニノf・イ Lディ＼！
や近年のヨ、『 ＼1 ッパ移民の多い大都diを除いて，




ほうが工＇， '0 イ／プィすのう fパ沿う｛，H、fイマ：； ,:ti-
のみを話す部族で， ボリビア両部のJtい商店〔地帯
f fレテ ｛ fラノ（ciltiplano）に｛主心。 51＇ル i主ケ「ヴ




防（アとたってU、る。インディ jのう宇，スペイ＞ .ilt 
を話す者は 6%と推定され，それらはラ・パス（La
］＞川），コ Fヤノミンノミ（Coc:11λbamba), ポトシ（Potりメi), 
スクレ（Sucre）などの都市の付近のメステイ h 【ソ
地帯に！¥Jとられ口、る。人口の大品分は；：；jJ也に{l:/J'o




195:; {f今にitL 1るノぷリピアの革命it, 19 l(Jil＇－以
後のメエ干シコギ〔命に次ぎ， ラテン・アメリカでは
；：詐めの社会革命であるとし、われる。ぞれがイン























政党 l'vl.N. R. (Movimiento Nacionalista Revolucio・








与えるとし、う趣行（！） も山であ J Jた。 しか Lイン←よ















































ダ・イン T fへ十は， ひとたびかjL ら方、 C，奪hJL
た土地をu,1反する権利を保証された。
しかしこの法令はメキシコのエヒード制度 Cf!'3 ) 




























質山：，のでJ士なじ 各地域社会に上って 3まと E
のキl1庄が小今。パッチ 1R.W Paklii 1主 v lチγぺ
ンパリーHI])七つの地域社会を選んで， 丈化変化。）過
程を比較調査した。文化のサi主的公イン Yィ寸 0)























































とも，,1e"i!n Iの役；l;'1J十r'=iV，、 アシ pス1J1J山：三発jア》
河川が砂漠地帯に）））＇』状の谷を形成し， ／］巴？たな農地
















































































折、♂ヅ、f，はで lτ）］也域にああ。 と竺〆｝ぷシ :T：勺／〉てl寸
1:｛本に貢献！乙再度にJtI.て受 ~，'i. ;'.1：少なし、：: ＼－、え
る。シてラグ〕寓と労働力は続々と「1スタへintiIi L 
てI；：う。寸 d 7ーご二「山開発，LI_＇・；ごと； l, 人
と資本が不足して近い将来にlヲえられれL、／こめ，
シコラの開泊、 時にインアィオi-( l :i-と3船型ぅ、け
が肱〈要求占Atるゆえんである。 ＞・：，：ラ℃もiu路
交通の発達などいくつかの変化があり， コスタと
σ1[/¥Jに交易も行なわれるようにな ・） たが， そうし
た変化はまだ技術的な固に限られ， それに伴う社





／ι 賃労仙行あるU、t; jミ土と ICコスク iこCた
インディオl土，そこでスペイン請を覚え，上り 1'：；し、
生活水準と， -:, :1~ フの村部の同定し／こ官慣や脱出l]
からのI可由：＇；：思しみ， 析しい｛出d,1'(j!J［と態！立士n，こ
つける。カ.;j1,＇土シエラの t寺中trこ十；Iiるともはべ〉そこ
の卸値観によけ）ず矛盾を感じるが， しか L< －，テ
ィーソ社会からも受け入れられない。その結果伺
ケのインディ寸l主ナショナfレな社主・文化；ニ同佑
:';, )Lてし、くが，シコヲのインピィオー・コ二 J 二二テ r
ーでlti! I態依然たる状態が続くこととなる。 これ
U，伝統的i；＿ 社会椛造に誼接改•＇1~：がな 3 れないか
ぎり変わらないであろう。 ところが社会構造の改
ホ；こと円て長大の防7；：となるのがシエラにおける




－：－訪問 i:i<J i官400年以上にわたす yて人種の／：店こうがff 
1，われft＿－ 内， j;f,j,v;の冷呉は idt人；3人種／：＇－J'!¥ 1＼によみ
ものではない。；iilf，オ〈後，態度がド1リ宥を分ける際の
,n： ~lf な iι 掃となる ηl:i'i のがあ 1，， ぷり，手燃のど裳を fr
：こぺけ， づ勺を1妓勺 1に上って fンディオとして品
目ljされ，日～・人がスベfン訴を訴し，洋f!liを主主「，コカを
！吸うこ 1究やめればメスティーソ Jして以，Ji]月れるつ





λ （Call巴j6nd巴 Huaylas）峡谷にある Vicosという村
議に対して行なわiLた Corne］トVicosProjectがそれ
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